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VM-5D VM-5N

伸び差
バルブ位置

回　転

入力トランスデューサ

レコーダ出力変換精度

スピードリレー設定点数

VM-5Sデュアル回転モニタ VM-5R回転モニタ

±0.5 ％ of F.S. at 25 ℃
±2.0 ％ of F.S. at 0～65 ℃

速度：
±0.5 ％ of F.S. at 25 ℃
±2.0 ％ of F.S. at 0～65 ℃

加速度：
±（20 rpm/F.S.)×

100±0.5 ％ of F.S. at 25 ℃
±（20 rpm/F.S.)×

100±2.0 ％ of F.S. at 0～65℃

4点（SR 1、SR 2、SR 3、SR 4) 4点（SR 1、SR 2、SR 3、SR 4)

FK、MS、
VCシリーズ

入力点数 2点 1点

モニタレンジ 99,999 rpmまで

FK、MS、
VCシリーズ

速度 20,000 rpm
加速度 ー9,999～+9,999 rpm／min

±0.5 ％ of F.S. at 25 ℃
±2.0 ％ of F.S. at 0～65 ℃

8点（H-DANGER 1、H-ALERT 1、
L-ALERT 1、L-DANGER 1、
H-DANGER 2、H-ALERT 2、
L-ALERT 2、L-DANGER 2)

0～75 mm（0～2.0 inch）または
ー25～0～+25 mm

（ー1.0～0～+1.0 inch )まで

2点

VM-5Eデュアルケース伸びモニタ VM-5Aデュアルバルブ位置モニタ

±0.5 ％ of F.S. at 25 ℃
±2.0 ％ of F.S. at 0～65 ℃

8点（H-DANGER 1、H-ALERT 1、
L-ALERT 1、L-DANGER 1、
H-DANGER 2、H-ALERT 2、
L-ALERT 2、L-DANGER 2)
演算方式が差動の場合は
4点（H-DANGER、H-ALERT、
L-ALERT、L-DANGER)

8点（H-DANGER 1、H-ALERT 1、
L-ALERT 1、L-DANGER 1、
H-DANGER 2、H-ALERT 2、
L-ALERT 2、L-DANGER 2)

0～100 mm（0～4.0 inch）まで 0～300 mmまで

VM-21P

2点

入力トランスデューサ

入力点数

モニタレンジ

レコーダ出力変換精度

警報設定点数

入力トランスデューサ

入力点数

モニタレンジ

レコーダ出力変換精度

警報設定点数

FK-143F、FK-263F、VCシリーズ

VM-5Dデュアル伸び差モニタ VM-5Nランプ伸び差モニタ VM-5L相補入力伸び差モニタ

ー10～0～+10 mm
（ー0.5～0～+0.5 inch )または
0～20 mm（0～1.0 inch）まで

ー25～0～+25 mm
（ー1.0～0～+1.0 inch )または
0～50 mm（0～2.0 inch）まで

4点（H-DANGER、H-ALERT、
L-ALERT、L-DANGER)

軸の回転速度およびゼロ速度を監視する回転モ
ニタです。

デュアル回転モニタVM-5S
軸の回転速度および回転加速度を監視する回転
モニタです。それぞれに対してスピード比較値
を設定できます。

回転モニタVM-5R

その他

入力トランスデューサ

入力点数

レコーダ出力変換精度

警報設定点数

VM-51ロッドドロップモニタ VM-52ボトムホールドモニタ

±1.0 % of F.S. at 25 ℃
±2.0 % of F.S. at 0～65 ℃

8点（H-DANGER 1、H-ALERT 1、L-ALERT 1、L-DANGER 1、
　　H-DANGER 2、H-ALERT 2、L-ALERT 2、L-DANGER 2)

FKシリーズ FK-452F

2点

モニタレンジ 0～10.0 mm まで 0～4.5 mmまで

ロッドドロップモニタ ボトムホールドモニタ
レシプロ式コンプレッサのピストンロッドをター
ゲットとして、ロッドドロップ検測用センサ（FK）
とのギャップをフェーズマーカのタイミングに合
わせて監視し、ライダリング摩耗に換算します。

レシプロ式コンプレッサのピストンをターゲット
としてライダリング摩耗測定用センサとのギャッ
プを監視し、摩耗測定します。

VM-51 VM-52

デュアル伸び差モニタ ランプ伸び差モニタ
ロータとケーシングの熱膨張による伸び差を測
定するモニタです。スラスト軸受から離れた場
所でケーシングにFKシリーズトランスデューサ
を固定し、ロータとの伸び差を測定、監視しま
す。

相補入力伸び差モニタVM-5L
ロータとケーシングの熱膨張による伸び差を測
定するモニタです。対向させて取り付けられた
二本のセンサから信号を受け、測定範囲を相互
に補うことで長レンジの伸び差測定範囲を得る
ことが可能です。

デュアルケース伸びモニタVM-5E
回転機械の車室伸びを監視する車室伸び監視モニ
タです。LSシリーズLVDT差動トランスで検出し
た信号をVM-21P LVDT変換器を通して入力し、
伸び値をLCDに表示します。

デュアルバルブ位置モニタVM-5A
バルブ開度を監視するモニタです。LSシリーズ
LVDT差動トランスで検出した信号をVM-21P 
LVDT変換器を通して入力し、バルブ位置をLCD
指示計に表示します。

ロータとケーシングの熱膨張による伸び差を測
定するモニタです。スラスト軸受から離れた
ロータのランプ（傾斜）部をターゲットとして
取り付けられた二つのFKシリーズトランスデュ
ーサで検出したロータの伸びの量を入力し、演
算された伸び差を出力します。これにより、油
膜などによるロータの浮き上がりの測定誤差を
除去することができます。
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